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短
歌
短
歌

龜
俳
句
会
（
同
好
会
）

龜
俳
句
会
（
同
好
会
）

編
集
後
記

編
集
後
記

令
和
と
な
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
二

年
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
暖
冬
の
日
々
が
続
い
て
お

り
、
早
々
に
桜
咲
く
春
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

更
に
、
今
年
は
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
七
月

に
開
催
さ
れ
日
本
中
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ム
ー
ド
で
盛
り
上
が
る
年
と
な
る
で

し
ょ
う
。

さ
て
、
今
号
は
昨
年
秋
、
一
中
地
区

在
住
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
一
中
地
区
公
民
館
ま

つ
り
の
状
況
を
一
面
に
写
真
で
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
・
感
謝
で
す
。

ま
た
、
本
号
も
大
勢
の
皆
さ
ま
に
寄

稿
頂
き
ま
し
て
、
編
集
委
員
一
同
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
号
の
編
集
担
当
者
）　

　
　

新
井　

幸
男
／
田
中
久
美
子

　
　

石
川　

幸
子
／
梅
木　

逸
夫

　
　

岡
部　

恒
文
／
小
野
村
一
博

　
　

加
藤　

節
子
／
佐
藤　

春
治

　
　

進
士　

武
之
／
宮
口　

五
郎

　
　

山
本　

敦
子
／
横
山　

光
栄

野
兎
に
畝
の
ひ
と
す
ぢ
許
し
け
り　
　
　

稲
葉　

由
美
子

満
員
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
冬
の
蠅　
　
　

今
泉　

準
一

散
り
菊
で
終
る
線
香
花
火
か
な　
　
　
　

今
泉　

晴
美

客
帰
る
時
は
小
さ
き
今
日
の
月　
　
　
　

垣
内　

か
を
り

気
短
の
口
に
鬼
灯
ほ
ぐ
さ
る
る　
　
　
　

金
岡　

景
子

廃
校
に
残
る
落
書
文
化
の
日　
　
　
　
　

河
口　

美
津
子

炎
天
下
ビ
ル
噛
み
砕
く
重
機
か
な　
　
　

矢
口　

征
子

ベ
テ
ラ
ン
の
患
者
と
な
り
て
冬
に
入
る　

渡
辺　

ふ
み
子

雪
原
に
吐
く
息
白
し
丹
頂
の
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

啼
き
交
わ
す
は
身
を
絞
り
つ
つ櫻

井　

雅
江

白
加
賀
の
梅
咲
く
頃
か
ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

届
け
く
れ
た
る
父
い
ま
は
亡
し瀬

古
澤　

和
子

歌
の
奥
隠
さ
れ
し
も
の
読
み
取
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
一
文
字
も
物
語
な
り

齋
藤　

順
子

紅
椿
つ
ら
つ
ら
に
咲
き
は
ら
り
お
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
無
き
庭
に
淡
雪
の
欲
し

井
上　

寛
江

庭
さ
き
の
色
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
あ
げ
た
花
と
月
は
歌
う
よ桑

田　

今
日
子

騒
が
し
き
庭
垣
間
見
て
動
く
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
宵
は
激
し
野
良
猫
の
恋

陽
だ
ま
り
の
縁
側
に
あ
る
猫
ち
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
だ
居
る
気
が
し
て
亡
き
猫
想
う柴

沼　

恭
子


